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緒 言

Voelcker及 びLichtenberg等 の 研 究 に

よ り膀 胱 レ 線 撮 影 法(Cystography)は 偉 大

な る 進 歩 を 遂 げ た.膀 胱 レ線 撮 影 法 と し て は

膀 胱 単 純 撮 影 法(SilnpleCystography),

Wittek及 びKeller等 に よ る 気 体 膀 胱 撮 影

法(Pneulno-Cystography),Wulff,Li-

chtenberg,Haudek等 に ょ る 対 照 膀 胱 撮 影

法(ContrastCystography),高 橋,大 越 両い
氏 に よ る気体 造 影膀胱 撮影法(Pneumo-

contrast-Cystography),Strans,岩 下氏等 に

よる膀胱周 囲気体撮影法(Pneumopericys-

tography),Weiserに よ る膀胱粘膜 レリー

フ像 撮 影法(ReliefCystoradiography)等

が ある.膀 胱撮影に於ける撮影体位 と、しては

従 来一般に背位,半 側位,側 位が用い られて

来た・ しか し近年泌尿器外科 の著 しい進歩に

より,骨 盤臓 器に対 しての外科的侵襲 も広汎

な もの とな り,膀 胱 と周囲臓器 との病的関係

にっ いて,よ り正確な るレ線診断法が望 まれ

る様に なつた.こ の目的のために高安,西 浦

氏等は従来の撮影体位 とは 別な 方法 によっ

て,膀 胱底部撮影法 の4型 を発表 した.我

々は この 方法 を 追試 中,Boyce,Harris及

びVestに よ る 踵位膀胱 撮影法(Dorsal

Cystography)が 膀 胱 の後面,膀 胱 三角部の

隣接部位及び尿管 の膀胱後腔部 の レ線像を描

出す るを知 り,本 法を応用 して検査を行 った

結果,臨 林上極めて有用な方法 であるこ と身

確信 したので,鼓 にその術式を紹介 し,我 々

の実施症例に就て報告 する.

術 式

ネラトン氏カテーテル挿入 によ り膀胱尿を排出し

膀胱容量に応じて10～20%ヨ ー ドナ トリウム100

～200ccを 膀胱内に注入し,注 入後 は ネラトンを除

去する.患 者は膀胱鏡検査台の辺縁に真直に坐して,

両手で両足躁を掴む様に,出 来る限 り前方に屈曲する

様に指示する(第1図)・ レ線管球は骨盤中央直上に

第1図

ρ

ρ

鱒 位膀胱 撮 影法 の体 位(Boyce,Harri5

及 びVestの 附 図模 写)
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調整 して撮 影 する.そ れ よ り普通 の背 位,半 側 位,側

位或は高 安,西 浦 氏法 撮影 を必 要に 応 じて行 い,更 に

立位膀胱撮 影法(大 越式 レ縛検査 台使 用 ・60。)・ 最 後

に立位排 尿時膀胱 撮 影法 を も実施 す る.又 時 間経 過 を

追求 せるBungeの 遷 延 性 膀 胱 撮 影 法(D-layed

Cystography)に 併用 して本法 を行 う・

レ線條 件:焦 点距離75cm,80KVP,100mA,露

出時間5秒

實 施 症 例

この眸位膀胱撮影法を膀胱及び前立腺腫瘍8例,

神経因性膀胱7例,骨 盤部尿管 狭窄4例,前 立腺

肥大症4例 ・骨盤部尿管結石3例 及び膀胱憩室2例

計28例 に応用し,正 常背位に於 ける膀胱像と比較

して大多数に優れた描出を認め,そ の概要を第1表

に,そ の内の数例に就ては附図(第2～10図)に 示し

た.

第2,3図 の膀胱及び前立腺腫瘍の症例では底部,

頚部に近いものは・ 正常背位 より完全明瞭に描出さ

れ、、第2図 の症例にては正常背位撮影にて証明し得

なかつた潜在性の尿管逆流現象を本法 によつ て証明

した.第4図 の神経因性膀胱の症例では正常背位で

は認められなかつた膀胱長軸の著明な延長と神経因

性潜在性の尿管逆流現象を認めた.第5図 の骨盤部

尿 管狭 窄 の症例 に於 ては,尿 管 カ テー テル挿 入 が不能

であ り・又腎 機能 が著 し く低 下 して排泄 性腎 孟撮 影法

にて も排泄 が殆 ん どな く・尿管像 が得 られ なかつ たの

で,我 々が 先 に老笑,発 表 し,最 近 にWeens及 び

Florenceも 報告 した方 法,即 ち経腰 的に直 接腎 孟 を

穿 刺 して造影 剤 を腎孟 内 に注入 す る 経 腰的(直 接的)

腎孟 撮 影法 を応 用 して,腎 孟 及 び尿管 像 を描 出 し,尿

管下 端部 の狭窄 を証明 した.、庫 症 に於 て更に 膀胱部 と
タ

の関係を見るために膀胱内に造影剤を注入して膀胱

撮影を行つたが,正 常背位では尿管狭窄部が描出され

ず或は不完全描出であつたものが,踵 位法に於ては完

全に描出され狭窄部位の膀胱 よ りの位置的関係を明

示し得た.第6図 の症例に於ては尿管結石と思われ

た陰影が踵位法に よつて骨盤陰影斑であることを証

明した.第7図 の前立腺肥大症では膀胱内へ膨隆せ

る前立腺像を正常背位に よつ ては描出し得なかつた

が・踵位法によつて完全に描出し得た・第O図 の骨

盤部尿管結石に於ては尿管カテーテル挿入が不能で

あり,前記の如く経腰的腎孟撮影法を応用して尿管像

を得,躇 位法によつて尿管結石部位と膀胱との関係を

描出した.第9及 び 第10図 の膀胱憩室例に於ては

正常背位で証明されなかつた憩室を踵位法によつて

証明し,或 はより明瞭に証明し,憩 室と尿管逆流現象

との関係も明らかにした.

第1表 症 例 の 概 要

病 名

膀胱 及び前立腺 腫瘍

神 経 因 性 膀 胱

骨 盤 部 尿 管 狭 窄

前 立 腺 肥 大 症

骨 盤 部 尿 管 結 石

膀 胱 憩 室

症 例

8

7

4

4

3

2

正 常 背 位 鷺 位

描出され刺 不完錨 副 完全儲

2

2

1

1

6

4

2

3

1

2

1

3

完全 描 出

計 [ ・81 6

8

7

4

4

3

2

161 6 28



]98 後藤,仁 平 ・酒 徳,日 野一 鱒 位 膀 胱 撮 影 法

第

a

2 図

'
∫る
二碧

b

症 洌;43才,δ ・ 膀 胱 及び 前立腺 厘瘍 ・ 正 常背位(a)に 於 て右 側底 部 に不 規 則に膨 隆

せる 像が あ るが,踵 位(b)に 於 て拡張 せ る 右 尿管 逆流 現象 な る こ とを示 してい る.

第 3

篭

図

・媛6・
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症例:51才,9.膀 胱 」重瘍 正常 背 位(z)に 於 て左 右両側 に陰影 欠損 を示 し,踵 位

(b>に 於 て完全 に描出 され る.

第 4 図

ab

症 例'45才 ・ ♀・ 神経 因性 膀 胱・ 躇 位(b)に 於 て は膀胱 の長 軸 の延長 及び左 尿管 逆流 現

象 を認 めるが,正 常 背位(a)に 於 ては認 め られ ない.
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第4図bの 模 型 図
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右尿管狭窄部
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第5図 症例149才,9.子 宮癌全別後の両側骨盤部尿管狭窄・

逆行性に尿管カテ_テ ル挿入不能,排 泄性腎孟撮影法にても腎機能低下して腎孟・尿管像を

得られない,経 腰的腎孟撮影法(a)に て拡張せる腎孟 尿管像を得 骨盤部に於ける尿管狭

窄をみる(b).膀 胱内に造影剤を注入して正常背位(c>で は尿管狭窄部と膀胱との関係は不

明であるが,鱒 位 〔d)では明瞭となる・
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症 例78才 ・6・ 前 立腺 肥大症

7

第6図c

aの緒石標陰げ

c實は骨盤陰影斑

第6図cの 模型図

㌧

第6図 症例:46才 ・6・ 右側骨盤部尿

管狭窄・
第5図 の症例と同様に,尿 管カテーテル挿入

不能,排 泄性腎孟撮影法にて腎孟,尿 管像現
われない.単 純撮影(a)に て右側骨盤部尿

管と思われる部位に結石様陰影を認む,経 腰
的腎孟撮影法を行い拡張せる腎孟,尿 管像を
得て更に膀胱内に造影剤を注入 して骨盤部

尿管を正常背位{b)に て撮影 す るに狭窄
部描出されず,踵 位(c)に より明瞭に描出さ
れ,(a)に 於ける結石様陰影 は尿管結石に非

ずして骨盤陰影斑であることを証明した・
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正常背 位(a)で は膀 胱 内に隆 起せ る前立腺像 を 証 明 しない が,鱒 位(b)で はこれ を証 明 し

た,本 例 は持続導 尿 中で ネラ トン氏 カテー テル挿 入 の ま ま撮 影 した.
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第8図a

第8図

第8図b

第8図cの 模型 図

左尿管結石ノ

症例3g才,δ.左 側骨盤部尿管結石.左 側尿管カテーテルの尖端のみ挿入し得 てそれ以入上入

らず・排泄性腎孟撮影法にて左腎機能低下して左腎孟,尿 管像を得られず・単純撮影(a)に て左側

尿管結石 を証明,経 腰的腎孟撮影法にて拡張せる左腎孟,尿 管像を描出し・膀胱内に造影剤を注入

して正常背位(b)に て不完全に結石部位を推出,鱒 位(c)に て完全に描出した・

第9図a第9図b
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症 例51才,6.膀 胱 憩 室.正 常 背位(a)で 証明 され ない 底部 の相

当大 な る膀胱 憩室 を踵 位(b)に 於 て推 出 した ・
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第10図a 第10図b

第1〔 〕図bの 模型 図 症 例173才,「!'膀 胱 憩室 ・

正常 背位 に於 て も膀 胱 憩室 と 両側 尿管

逆流 現象 を証明 した が・鱒 位lb)に 於 て こ

れ らの 関係 を一 層 明 らかに描 出 した・

Harris及 びVestはChassard-Lapine法

の変法を老案し,泌 尿器科領域に応用した.

本法の体位では放射正中線は膀胱三角部の後

縁に沿 うて骨盤骨の中央を落下する.膀 胱の

項部は前方に屈曲し,従 つて膀胱の後面 と尿

管の膀胱後腔部が描出される.か くしてこの

体位に於ける膀胱像は膀胱のこれらの部位の

病的変化を描出するのである.Boyce,耳a一
考 察rris及 びVestは 本法を65例 に応用し,普

従来からの背位,半 側位,側 位或は高安,通 の背位では発見出来ない,或 は不明瞭であ

西浦氏撮影法によつては,膀 胱の後面.膀 胱 つた膀胱憩室,尿 管逆流現i象 膀胱腫瘍を描

三角部の隣接部位及び尿管の膀胱後腔部等の 出している.然 し本法にては膨胱前壁 と膀胱

満足すべきレ線描写は常に得られるとは限ら 頚前部のみが部分的に不明瞭となるが,こ の

ない,そ れらの方法によつ て は 尿管逆流現 部は膀胱憩室或は腫瘍が稀に位置するに過ぎ

象,膀 胱憩室及 び他 の病的変化等は・骨盤 ない場所である・

骨,仙 骨,大 腿骨,脾 臼等の骨影像或は膀胱 我 々は本法を実施 して 膀胱 及び 前立腺腫

像の過影像によつて完全に不明となるからで 瘍,神 経因性膀胱,膀胱憩室等に於て,Boyce

ある・ 等の報告 の如 く,正 常背位で認められない・

踵位膀胱レ線撮影法は他の何れの方法によ 或は不明瞭な膀胱憩室,尿 管逆流現象,膀 胱

っても見られない膀胱変化を明かに示した・ 腫瘍等を描出し得ることを証明した.又 尿管

本法の患者体位は最初にChassard及 びLa一 カテールが挿入不能,且 つ腎機能が低下して

pineに ょって女子骨盤の測定法として述べら 排泄性腎孟撮影法 にて も腎孟尿管像 の 得ら

れ,更 にRaapに よつて 直腸,骨 盤,結 腸 れない所の骨盤部尿管狭窄,骨 盤部尿管結石

の レ線撮影法として述 べ られ た・Boyce,の 症例に,経 腰的腎孟撮影法を応用して尿管
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狭窄,結 石を証明するとともに,本 法により

膀胱よりの位置的関係を明らかにした.

結 語

Bovce,Harris及 びVestに よ る踵位膀

胱撮影法(DorsalCystography)の 術式を

述べ,本 法を応用して膀胱及び前立腺腫瘍,

神経因性膀胱,膀 胱憩室等に於て,正 常の背

位等の方法では発見出来ない,或 は不明瞭な

膀胱憩室,尿 管逆流現i象,膀 胱憩室等を描出

した.更 に経腰的腎孟撮影法を併用して骨盤

部尿管狭窄及び結石の部位と膀胱 との位置的

関係を明示した.

(本論文の要旨は昭和29年6月6日 阪大

に於ける第47回 近畿泌尿器科集談会に発表

した.

欄筆に当り恩師稲田教授の御指導 と御校

閲に深謝する).
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